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学会活動の国際競争力と英文論文誌の役割
馴 f岩垂 好裕

最近のE)本は,よく知られているように仮作的な貿易罪rAl:に悩み

(?),その朋繋が大きなEd際問也になっている このように産文面

では,llJb:の国際倣1rノJも凶際的なレベルに速 していると考えられ

るが,乍会活動の国際鏡1rノJは如何なものであろうか

それは椎々の);lHJ分野によって粍なるであろうが,筆者の好I11の

情報埋d'tの分野についてみてみると.終戦血縁の脱乱期においても.

極めて俊れたrtl際的な水隼の研究成果がいくつか発表された.しか

しこれらの世れた研究は,当時のfrlJ妙から海外渡航や海外発Rが令

く不可能であったため,城念ながらその多くは同際的には無税され

てしまった.筆Rの大学院Jl-'の時代になると,わずかながら海外fA.7

予の道も開け,三ft瀬もフル1ライト留学生として MITにf.'t学 した

しかしこのころのf,7′7'/Lは,ほとんど例外なく炎譜の能ノJ不hiに悩

まされた 叫時留JlL'/Hll.ILSH=まことしやかに7,TLjT了された仮説は,LF'

同語東と英語の文法は好l似 しているのでrr･国人は英語がうまい那,日

本話tiと炎岩ftの文法は伽本的に)qなるので,El本人がいくら努力して

ち,決 して*lKl人のようには英語がうまくならないというもので

あった しかしこの仮,兎は,心近のE=い人の中に良太 [一殿下の制脈

約者の小祁｢｢ト稚(･さんのように,極めてHI.L学の堪能な人がlT.規する

に及んで,はかなくも允卸されるjjf命となった

このようにEl本人も油竿に堪能になり,またJi5'易←ll'右のおかげで

海外の学会へのlIJ.1品や海外止への投稲が砧接的に行われるように

なって,学術面での伺際践J'Irも-1心確立されたと考えることもでき

よう_ しかしながら紬外の学会の所動の主体性は当然外国にあるわ

けであるから,収が凶における7-占動を中心に紹介するというわけに

はいかないのは当たりF')iEである.

上のような扱点からするとJ6:乍会の典文._̂文誌は,本学会が主体

仲を保持しながら耽々の描軸を海外に紹介するものであり,本学会

の研究活動の国際的攻'(･ノ)を飛締約に高める切札として人いに期待

舌れる.後はできるだけ僚れた研究某紙をできるだけ多く掲収する

ことと,海外での畔誌名数を増やすことである.新鮎繋長のもと,

本学会のJR文.主文.～_tの発旅を期待 したい


